
する。この仮'叉け )J法は図-8 に示す。先に立てた大立と大引を

jflJHJ して受けを設け， これにけたを渡し， )並合掌で槍を受ける

のである。

f比初は大引の入る程度に品jJ さく して ， 総をならして大引を火

れ， 大立を立てて機を受ける。つぎに l のけた 2 のけたを後光，

または校梁で受け， この作業を繰返して 3 のけた 4 のけたが

l 本入る程度に進むと ， これらのけたの部分を姻さくしてけた

を入れる。

D 大背

大号|の下を捌さくして第 3 柱を立て ， J山崎(あごにな L 、)を入

れ， 機柱を立てて支保工をかためる。

E 土平

土平返しは，桜工の進行と合わせて捌さくするのが営通であ

る。

以上は日本式の施工の概要であるが， 地質の怒いときは逆巻

とする。この逆主主主f 行うと後の fl IlJ l!.tの被工に当って， J;互扶部分

が落ちないように，所々を抗111 つ ては被工しなければならず，工

事が陥倒にはなるが，安全な方法である。

日<1<:式は導坑を掘ってみて地質が恐ければ， 容易に逆巻とな

しうるが， 指lさくに当っては辺坑 ・ 丸型の碍は一度大背の完了

1111分まで巡織し， さらに絞換えて坑外に I:Hすこととなる。

ま t.:.ì勇水のある湯合には天端 ・ 中背 ・ 大背と 3 度も下水を掘

りなおす等の手 I~lが多くなるなどの欠点があり，工期と手聞を

多く裂するので， 現在では日本式よりも有利な点の多い新湊国

式をt来月l している原因である。

付) 新填国式掘さく法

この方式はまず底設近坑を侃!逃して ， ある延長まで進む と ，

阪設滋坑の地伎の良好な tÕi 所の天~"'，を品111 り上げ(切り上りとい

う)て頂設導坑に注して，ここから頂設導坑を掘進する。頂言主

導坑の稲は， この切り上りした坑の中に巡澱して一時溜める。

!伝設導坑には ， この稲を受けてトロに政み易いように，棚を設

ける(N月初日という)。地質が全般的によければ，この切 り上り部

分を頂設迫坑の品~Iilliにしたが っ て連続して淑進することがある。

これを中'.lfl] とい っている。この切り上りは， 底設導坑が進んで

おれば， 途中 30- 40 m ごとにでも ，切 り上り得るから，頂設之島

!:/c もこの切上りの各所ごとに作業箇所をつくることができる。

したがってすl設議坑の後から進む丸抱 ・ 中背も鉱げられ，工事

の進行を図ることができる(図 9) 。
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この切り上りは幅1.0- 1. 2 m，長さは 4-5 m で地質が悪け

れば支保工を施して，地μlのゆるむのを防ぐのである。

この新君主国式の有利な点は，導坑の1縞と土平の碍以外は， 全

部商棚によ っ て， トロ に積むので漏出 しが楽で速い。また湧水

に対しては底設導坑の排水溝で容易にできる。また地質の悪い

ときは， 中背を広げて逆巻とすることができるのこの逆巻は地

質の惑い部分のみ施工しても，他の作業には支障することが少

なくて済むので， あらゆる点で有利であるから ， 現在では多く

このブ，5tが係用している。

(め 上部開さく式

堅岩の磁道でだいたいにおいて支保工を必要としないか， ま

たは簡単な支保工で岩石の落下を防ぐことができる隠道に用い

られる方法である。

わが国て'も竪岩の隊道には一般にこの方法を採用している。

この方法は新填図式で捌さ く して進んでも ， 地質が竪くなれば，

この上古llUM さく式に容易に切拡げられる。

この方法はまず底設滋坑がある程度進んだとき，中背の切鉱

げにかかる。つぎに中背が進むと天端を掘る。すなわち下から

上に切鉱げ摘は禰棚に落して碍出を行う方法である。この切鉱

げにも街々あってそのおもなものは図ー10。

導坑の切羽 図ー10 上部閉さく式， 捌さく順序

と中背の作業 /ヘ 円叫『
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背を掘さ く する際に辺坑の作業を支障しない よ うに堅固な砺制|

を作り ， この上に碍を移す。この爾抑lは中背の爆破によって破

接されるおそれがあるから，碕棚には， ある程度調を残してお

き ， クッツョンの役をさせて破壊を防ぐ。

(エ) ベンチ式掘さく法

この方式は米国で多く派別されている方法で，わが国ではあ

まり係周された例がない。

この方式も上部閉さく式と同様に竪岩にJ采用されるものであ

ゐ(1週一ll) 。

ζ の方式は頂設導坑を倒っ て ， 順次下部に掘り下げる方式で，

これには 3 段ベンチと ， .2 段ベソチ式があるが， 導坑の碕も切

拡げの碗も ， 全部施工而に落してー1I'fに強力な禍僚機微を用い

て稲積を行うものである。しかしこの方式ではl1!l 'l'1が恕くなっ

て， 相当な支保工が必裂となっても，大型の碗成後を使用して

おれば， 急に断面を紡少するこ ともできず，したがってア ー チ

式支保工を用いて圧力に対抗して同一方式て♂進むこ とになる。

米国でこの方式を多く採用しているのは， ア ー チ式支i呆工の発

達 と強力な弼積僚が進んでいるためであると思われる。
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